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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告 What s up?

長年のデフレにより日本には、” とりあえず静観”（しても物価が上がらないので損失なし）の
癖が染みついてしまっていた。
企業も個人も” 行動せよ！” と急き立てる、昨今の相場や環境変化は、「時間の価値」を思い出させる点で意義深い。

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

日経平均が最高値を更新し、NISA や DC で含み益を享受している方は、
久しぶりに明るい日本を感じているのではないか。

いつ始めても
遅すぎることはない。2 0 2 4 / 0 3

「人は危機感で目を覚まし、
                         夢で動く」

株が上がった下がったという結果だけを見て一喜一憂していては、頭の筋トレにならない。EATで運用を学んだ皆さんは、うわべだ
けのニュースを鵜呑みにせず、「さていったいなぜ株はあがったのか？」と自問し、次の一手を考える材料にしているはずだ。

・スぺシャリストの定義を明確化し自らの働き方の質を高める
ジョブ型雇用を、” 一つの仕事をずっと続けて専門性を身につければ安泰” と誤解してはいけない。みなさんはかつて消滅した仕事を
覚えているか？例えば、華やかなりし為替ディーラーの仕事は、ユーロ誕生と電子取引導入により瞬く間に消滅した。先を読む私の友
人は、早くから為替ディーラーに必要な能力をいくつかの要素に分解し、「マクロ経済を予測する力」を自身のコアの強みとして関連
分野に転じ、いまも活躍している。あなたの仕事の専門性はいかなる能力要素で成り立っているか？

構造変革期には、巨艦ほどルール改訂が遅れる。変化についていけない企業も個人も淘汰されていくだろう。みなさんには、変化を先
読みし、数年後には導入されているであろう人事評価基準の進化版に照らして、自分の働き方や磨き方を定めて欲しい。自らの考えで
動く人財には自信と勢いが備わり、持続的成長が可能になる。

相場自体は、円安や中国リスク等に助けられる面も大きく、いずれ調整もありうるが、変動を下支えする構造的変化は確実に起きてい
る。私は２０１８年末に、生徒の皆さんに配布する日本のビューを変えた。

さて雇用流動化時代に個々人が幸せに生きるための肝は何か？

決め手となったのは二点、終身雇用の放棄と外国人財への機会拡大による「ゆでがえる日本」からの脱却だ。当時の経団連会長による、
終身雇用はもはや維持できないとの宣言はインパクトがあった。一括採用の活動解禁時期を示し合わせることの取り止めには、なし崩
し的に通年採用への転換を導く深遠なる意図が見えた。また、移民についても、定住外国人と名を変えて受け入れやすいムードが作ら
れ、技能実習生制度の変革が導かれた。人口減少への対応と産業構造変化に対応する雇用の流動化に手がつけられたのだ。
タイパ重視の若手が、令和の黒船として変革を迫るので、転がり始めた玉はスピードを増していくだろう。

・活きた勉強法を確立する
” とりあえず資格” の姿勢もそろそろ卒業だ。タイパが悪い。もしあなたが社長なら、採用に際して気になることは何か？組織への貢
献実績のはずだ。試験や資格は手段であって目的ではない。「最終顧客に価値を提供する」目的がぶれない人財は、面談で瞬時に識別
がつく。将来の自分（＆ファミリー）の幸せのために、目的から逆算して効果的な勉強法を確立しよう。まさに世代を問わず、リスキ
リングが成長の肝だ。

本日寄稿くださった三樹さんは東京クラス卒業生であり国語の教科書の権威である明治書院の社長だ。学びの原点とは何か？を常に考
える正統派として信頼している。



「教育」業界の立ち位置
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。
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トークセッション時の様子

What s up?
Christine Shao
EATビジネス予備校 
東京クラス (8 期生 )
ステートストリート信託銀行
Senior Auditor

2018 年クリスマス時期に、観光で六本木ヒルズを訪れ、東京シティビューで青空の下の虎ノ門
方面のビル群を眺めていました。その一年後に虎ノ門ヒルズで働くことになって、また不思議な
巡り合わせで一年間 EAT六本木会場に通って講義を受けていました。
岡村先生と 8 期同期の方々からいただいた温かいお言葉と的確な助言で、人生最大のピンチとも
言える局面を乗り越えられ、ポジティブなマインドセットとレジリエンスが如何に大事なのか学
んでいました。その中で事業部門から内部監査部に飛び込み、新しいことに挑戦し続けています。
この場を借りて岡村先生と 8期同期メンバーに感謝申し上げます。


